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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 49,055 3.4 792 △7.1 734 △10.8 461 36.0

2024年３月期第３四半期 47,450 1.3 853 23.9 823 26.7 338 △8.3

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 449百万円（△47.2％） 2024年３月期第３四半期 851百万円（△30.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 340.43 －

2024年３月期第３四半期 247.74 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 47,510 15,247 32.0 11,222.60

2024年３月期 47,868 14,908 31.1 10,977.27

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 15,198百万円 2024年３月期 14,866百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00

2025年３月期 － 40.00 －

2025年３月期（予想） 40.00 80.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,000 3.2 1,050 3.2 1,000 0.4 550 10.1 406.12

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 1,383,310株 2024年３月期 1,383,310株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 29,028株 2024年３月期 29,028株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 1,354,282株 2024年３月期３Ｑ 1,368,289株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益やインバウンド需要が拡大したこと

に加えて、雇用・所得環境の改善が進んだことから、景気は緩やかな回復基調で推移いたしまし

た。しかしながら、原材料価格の高騰に伴う物価の上昇、不安定な国際情勢等の影響が懸念される

など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する物流業界につきましては、個人消費の停滞もあり全般的に荷動きが伸び悩

んだほか、人件費や燃料費等のコスト上昇圧力が高まるなど、取り巻く環境は厳しいものでありま

した。また、2024年問題への対応を背景として、法改正や業界再編により物流効率化を目指す動き

が加速しております。

このような状況の中、当社グループは、中期経営計画（2023年度から2025年度まで）においてテ

ーマとした「環境変化に適応した強固な体制づくり」「適切な利益を安定確保できる収益構造の確

立」「社会課題解決への貢献」に取り組んでまいりました。

国内におきましては、前連結会計年度に開設した拠点の安定稼働に注力するとともに、得意先と

の取引深耕や料金交渉に継続して取り組み、収益力の向上を図りました。また、新設した大型拠点

への得意先誘致を軸に営業活動を推進いたしました。さらに、ＥＣ事業を展開する株式会社ストリ

ーム（東京都港区）との連携体制を築くなど、３ＰＬ事業の強化に取り組みました。

海外におきましては、中国経済の減速等を受け、輸出入関連貨物の取り扱いが低調となる状況を

踏まえて、各進出地における国内需要の積極的な取り込みを推進し、事業の拡大を図りました。ま

た、台湾において化粧品製造の品質・安全性に関する国際規格である化粧品ＧＭＰ認証を取得する

など、物流サービスの強化に向けた施策を実施いたしました。

これらの取り組みにより、営業収益につきましては、新規得意先との取引開始に伴い低温物流事

業が拡大したこと、新たな業務の受託により取扱量が増加したこと、さらにベトナムやタイの現地

通貨に対して為替が円安に振れたことなどから、増収となりました。営業利益および経常利益につ

きましては、倉庫稼働率の低下によりアセット事業の利益率が悪化したことに加えて、人件費やシ

ステム関連費用等のコストが増加したことなどから、減益となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益につきましては、災害による損失を計上した前年同期に比べて、特別損失が減少したこ

とから、増益となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は490億55百万円（前年同期比3.4%増）、営業利

益は７億92百万円（同7.1%減）、経常利益は７億34百万円（同10.8%減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は４億61百万円（同36.0%増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、経営管理手法の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より、「貨物自動車運送事業」に

区分していた引越移転および施工に関する運送業務を「その他事業」に区分する引越移転事業また

は施工関連事業にそれぞれ含める取り扱いといたしました。これに伴い、以下は前年同期の数値を

変更後の区分に組み替えた数値で比較しております。

①貨物自動車運送事業

新規やスポット案件の獲得により貨物輸送量が増加したことに加え、運送コストの上昇に対応す

るため料金改定を進めた効果があったこと、さらに円安の進行が海外事業の収益を押し上げたこと

などから、増収増益となりました。

その結果、営業収益は、194億34百万円（前年同期比3.7％増）、セグメント利益は、14億83百万

円（同6.0％増）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の39.6％を占めております。
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②センター事業

前連結会計年度に開設した拠点において冷凍冷蔵食品の物流センター業務を開始したほか、新た

な業務の受託や得意先の事業拡大に伴い入出荷作業量が増加したこと、また作業の効率化が進展し

たことなどから、増収増益となりました。

その結果、営業収益は、115億21百万円（前年同期比5.6％増）、セグメント利益は、５億62百万

円（同126.5％増）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の23.5％を占めております。

③アセット事業

営業収益につきましては、拠点数の増加により保管面積が拡大したことなどから、増収となりま

した。一方、セグメント利益につきましては、得意先の移管や倉庫改修工事の実施等により既存倉

庫に空きスペースが生じ、稼働率が低下したことなどから、減益となりました。

その結果、営業収益は、130億60百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は、７億円（同

18.8％減）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の26.6％を占めております。

④その他事業

施工関連事業やベトナムにおける旅客自動車運送事業は堅調に推移したものの、得意先との取引

終了により構内作業請負事業が縮小したこと、海外各社において輸出入関連事業が伸び悩んだこと

などから、減収減益となりました。

その結果、営業収益は、50億38百万円（前年同期比0.3％減）、セグメント利益は、７億41百万円

（同3.3％減）となりました。

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の10.3％を占めております。

(2）当四半期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、現金及び預金が１億88百万円増加したものの、受取手

形、営業未収入金及び契約資産が５億28百万円、その他流動資産が85百万円減少したこと等によ

り、４億24百万円減少し、145億28百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べて、

有形固定資産が96百万円減少したものの、無形固定資産が32百万円、投資その他の資産が１億30百

万円増加したことにより、66百万円増加し、329億81百万円となりました。この結果、総資産は前連

結会計年度末に比べて３億58百万円減少し、475億10百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、短期借入金が１億38百万円、賞与引当金が２億54百万

円減少したこと等により３億66百万円減少し、167億37百万円となりました。固定負債は、前連結会

計年度末に比べて、リース債務が３億76百万円減少したこと等により、３億30百万円減少し、155億

25百万円となりました。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて６億96百万円減少し、322

億63百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、利益剰余金が３億52百万円増加したこと等により、

３億38百万円増加し、152億47百万円となりました。

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点におきまして業績は概ね計画どおりに推移しており、2024年５月15日に公表しました2025

年３月期の連結業績予想の修正はありません。

今後、修正が必要と判断した場合には、速やかにお知らせいたします。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,008,590 4,197,058

受取手形、営業未収入金及び契約資産 7,999,315 7,471,143

その他 2,954,036 2,868,931

貸倒引当金 △8,966 △8,833

流動資産合計 14,952,975 14,528,300

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,850,370 5,049,019

土地 6,839,416 6,860,500

リース資産（純額） 4,773,067 4,408,930

その他（純額） 2,622,224 2,670,163

有形固定資産合計 19,085,079 18,988,614

無形固定資産 1,620,953 1,653,295

投資その他の資産

敷金及び保証金 7,280,737 7,392,508

その他 4,979,804 4,998,749

貸倒引当金 △51,203 △51,271

投資その他の資産合計 12,209,338 12,339,986

固定資産合計 32,915,370 32,981,896

資産合計 47,868,345 47,510,197

負債の部

流動負債

営業未払金 3,089,621 3,172,165

短期借入金 9,254,053 9,115,281

賞与引当金 439,931 185,173

その他 4,319,901 4,264,615

流動負債合計 17,103,508 16,737,236

固定負債

社債 700,000 600,000

長期借入金 8,013,827 8,182,074

リース債務 3,962,732 3,585,953

役員退職慰労引当金 292,255 263,676

退職給付に係る負債 300,091 301,817

その他 2,587,280 2,592,282

固定負債合計 15,856,187 15,525,803

負債合計 32,959,695 32,263,039

純資産の部

株主資本

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,072 3,190,072

利益剰余金 6,896,119 7,248,818

自己株式 △92,445 △92,445

株主資本合計 13,139,702 13,492,400

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 223,181 220,741

為替換算調整勘定 527,546 600,576

退職給付に係る調整累計額 975,887 884,847

その他の包括利益累計額合計 1,726,615 1,706,165

非支配株主持分 42,332 48,591

純資産合計 14,908,650 15,247,157

負債純資産合計 47,868,345 47,510,197

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

日本ロジテム㈱（9060） 2025年３月期　第３四半期決算短信



(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

営業収益 47,450,781 49,055,367

営業原価 44,180,978 45,567,355

営業総利益 3,269,802 3,488,011

販売費及び一般管理費

人件費 1,454,199 1,576,363

その他 962,086 1,119,083

販売費及び一般管理費合計 2,416,285 2,695,447

営業利益 853,516 792,564

営業外収益

受取利息 17,451 16,064

受取配当金 14,144 15,509

受取手数料 7,999 8,197

持分法による投資利益 38,704 27,832

リサイクル材売却益 24,139 20,961

その他 28,235 33,389

営業外収益合計 130,676 121,954

営業外費用

支払利息 130,802 147,570

その他 29,823 32,664

営業外費用合計 160,625 180,234

経常利益 823,567 734,283

特別利益

固定資産売却益 44,353 37,576

その他 － 1,186

特別利益合計 44,353 38,762

特別損失

固定資産除売却損 579 5,313

減損損失 15,403 11,999

リース解約損 6,944 －

災害による損失 213,233 －

特別損失合計 236,161 17,312

税金等調整前四半期純利益 631,759 755,733

法人税、住民税及び事業税 159,391 198,416

法人税等調整額 134,566 92,091

法人税等合計 293,957 290,507

四半期純利益 337,801 465,226

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,181 4,185

親会社株主に帰属する四半期純利益 338,983 461,040

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 337,801 465,226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 93,993 △2,511

為替換算調整勘定 427,949 79,711

退職給付に係る調整額 △56,335 △91,039

持分法適用会社に対する持分相当額 47,936 △1,658

その他の包括利益合計 513,543 △15,498

四半期包括利益 851,344 449,727

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 848,826 440,591

非支配株主に係る四半期包括利益 2,517 9,135

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）

、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日）および「税効

果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しています。これによる、四半期連結財務諸表への影響はあり

ません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 1,679,486千円 1,777,721千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次

のとおりであります。

（単位：千円）

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 18,741,642 10,908,270 12,747,448 42,397,362 5,053,419 47,450,781 0 47,450,781

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 20,893 20,893 － 20,893 △20,893 －

計 18,741,642 10,908,270 12,768,342 42,418,255 5,053,419 47,471,674 △20,893 47,450,781

セグメント利益 1,399,638 248,384 862,654 2,510,678 767,353 3,278,031 △2,424,514 853,516

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１.　報告セグメントごとの営業収益および利益または損失の金額に関する情報

(注)１.「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事業

（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、物品販売業、

総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２.セグメント利益の調整額△2,424,514千円は、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等管理部門に係る費用であります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

「アセット事業」セグメントの一部の事業拠点の事業用資産については収益性の低下により投資

額の回収が見込めなくなったため、事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連

結累計期間においては15,403千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他事業
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物自動車
運送事業

センター事業 アセット事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 19,434,523 11,521,694 13,060,789 44,017,008 5,038,358 49,055,367 － 49,055,367

セグメント間の内部収益

又は振替高
－ － 20,893 20,893 － 20,893 △20,893 －

計 19,434,523 11,521,694 13,081,683 44,037,901 5,038,358 49,076,260 △20,893 49,055,367

セグメント利益 1,483,233 562,631 700,092 2,745,957 741,816 3,487,773 △2,695,209 792,564

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１.　報告セグメントごとの営業収益および利益または損失の金額に関する情報

(注)１.「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事業

（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、物品販売

業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。

２.セグメント利益の調整額△2,695,209千円は、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、経理等管理部門に係る費用であり

ます。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.　報告セグメントの変更等に関する事項

引越移転事業および施工関連事業に関して、同各事業に付帯して行う運送業務を一元的に管理

するため、第１四半期連結会計期間より、「貨物自動車運送事業」に区分していた引越移転お

よび施工に関する運送業務を「その他事業」に区分する引越移転事業または施工関連事業にそれ

ぞれ含める取り扱いといたしました。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変

更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。

３.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

「アセット事業」セグメントの一部の事業拠点の事業用資産については収益性の低下により投資

額の回収が見込めなくなったため、事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連

結累計期間においては11,999千円であります。
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